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～四つのテスト～
１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

言行はこれに照らしてから行うべし

2014年6月24日（火）

～本日の卓話～

ＮＰＯ法人Alon Alon 理事長

那部 智史様

2014-15年度山の手東グループガバナー補佐
浅田豊久様にお越しいただきました。

7月1日より、今年の木村さんの後任としてガバナー補
佐を拝命した、東京六本木RC所属浅田豊久と申します。
金沢生まれの金沢育ちでございまして、高校から東京生
活をしております。金沢時代に金沢北RCに入り、昨年40
周年でした。40年間無欠席でおり、表彰されました。東
京西RCに移り、10年前の50周年記念の時に、六本木RCを
作りました。拡大補佐というポジションの為、我が子の
ような六本木RCへ移籍しました。六本木は場所柄外国の
方も多く、女性も十数名いるクラブです。都心型とは思
えないような、地域に密着したクラブとなってきました。
月1回、六本木クリーンアップというキャンペーンを行
い、朝9時～1時間半、テナントさん、関係者、六本木ヒ
ルズの前に住んでいた地権者の方々が造った自治会が主
催しています。麻布警察の副署長さんも必ずお見えにな
り、100～200くらいの人数で4班に分かれて行っている
うちに、歴代の署長さんが町が綺麗になったおかげで、
犯罪発生率が大変減ってきた、と評価をなさっています。
またそばにある六本木高校、非常に特殊で他の高校には
通えなかった人が通っている都立です。学校側もイン
ターンシップには大変興味があり、協力要請があり、開
院の職場を提供、喜ばれています。六本木中学の緑化運
動も行っています。
来年改めて7月からの年度で、当クラブお邪魔した時

にはこういった地域の話をしないわけであります。当ク
ラブのお隣でございますので、地域のこういった話もあ
るんだというご紹介でご挨拶と代えさせていただきます。
頑張りましょう。

■会長挨拶

会長 尾関勇

昨日の会長・幹事会が開催され、2013-14年度の2750地
区内共通スケジュールは全て終了ということとなります。
もちろん6月末まで舟木ガバナーの任期がお有りですが、
その中の報告として、表彰頂きました。一つは財団の表
彰、ロータリー財団地区重点目標達成クラブということ
で、年次基金寄付・恒久基金寄付・ポリオプラス基金寄付
の三部門達成クラブ。全部で30クラブでした。やはり愛宕
は補助金申請を2つさせて頂いていることもあり、また積
み立てがございませんので、きちんとさせて頂こうという
ことで表彰を頂きました。ご理解を頂きました皆さんあり
がとうございました。実はチャーターナイトの時、皆さん
の入会金の中から先の寄付を集めたわけですが、次年度は
有り難くも反対論の方はいらっしゃらないので先に5万円
を集めさせていただき、全ての寄付に関しこの中でやりく
りし、また余剰金も出る予定となっております。会計を明
朗にし、その中から浄財を使わせていただきます。少し負
担は大きいですがよろしくお願い致します。
もう一つ表彰を頂きましたのが、新しい風の中での「地

区行事功労賞」です。全く予想しておりませんでしたが、
地区大会晩餐会出席率1位でした。皆様方のご出席、誠に
感謝申し上げます。そして、一番目立つのが会員増強部
門。東京南RC増強17名、東京八王子RC・東京蒲田RCに女性
会員が新規に入った等がありました。私共愛宕RC・グロー
バルRC・代官山RCとで結局70人以上増えているかと思いま
す。それだけ舟木さんが集められたということです。ま
た、波多野容子拡大補佐がクラブ拡大功労賞を受賞されま
した。後はガバナー賞という、様々なプロジェクトに対し
て表彰をされていました。（詳しくはメールでのPDFをご
参照）プロジェクトに対しては色々ありますので、皆様の
中でも参考にしていただければと思います。
本年度が終了しましたが、私もやっと1年間こういった

流れということがわかりました。グループ協議会でガバ
ナー補佐に勉強させていただき、1年間の流れを掴む、そ
してたすきを繋いでいくため、何を行っていくのか把握し
ていただきたいと思います。そして、皆様方の中でお忙し
いかと思いますが、出来るだけ「ここは自分がやるよ」と
それぞれが手を挙げてやっていただければと思います。
最後に、先日本職のイベントに皆さんお越しいただきあ

りがとうございました。メンバーが仕事をしている姿を見
る機会は中々ないので、プロフェッショナルでいらっしゃ
る皆さんのそういう姿を見る機会があってもいいのかなと
思いました。



7月のプログラム

＜次年度スタート＞
●7/1（火）18:30～ キックオフ夜間例会 10,000円（当日払い）
・ゲストの方をお誘いの場合、出欠の受付は25日（水）午前中となっております。
※メーキャップ対応は、朝7:45～8:15までとなっております。夜例会では受け付けておりません。

○7/8（火） イニシエーションスピーチ：関端広輝会員（東京愛宕RC会員増強・選考・職業分類副委員長）
○7/15（火） 卓話：白石宗靖様（一般社団法人漢字文化振興協会 理事・事務局長、仙台藩士会理事）
○7/22（火） 山の手東グループ・浅田ガバナー補佐公式訪問
・9時～10時にて クラブ協議会開催 ⇒ 要出席者には、別途出席のご依頼をしております。

○7/28（月） 山の手東グループインターシティミーティング・ガバナー公式訪問
※29日例会の振替ですので、ご出席ください。

●7/29（火） 規定により休会 ※メーキャップ対応なし

国際ロータリー第2750地区

東京愛宕ロータリークラブ http://atagorotary.com/
＜事務局＞
〒１０６－００４４ 東京都港区東麻布２－１５－２ アンゼン・パックスビル2階
TEL：０３－３５６８－３８２７ ／ FAX：０３－３５６８－３８２９ ／ E-mail：office@atagorotary.com
広報戦略委員長 柳 邦明

◇前回のニコニコBOX◆￥5,000 累計総額 ￥286,943
・年度の変わり目、来年に向け、よくディスカッションしましょう。（若山）
・ちょうど携帯が壊れて2週間が経ちました。携帯の無い生活はとても快適です。壊れた原因は聞かないでください。（橋場）
・暑い日が続きますが、皆様張り切っていきましょう！（島津）
・本日は次年度をうらなう大事なセッション。よろしくお願いします。（尾関）
・第1回のゴルフコンペが沢山の方のご参加（3人）をいただき、盛況に開催されました。
秋には2回目を開催したく、皆さまのご参加をお待ちしています。（塩沢）

◇◆ 出席報告 ◆◇
2014年6月10日 出席状況

・会員数 24名
・出席者 19名
・ビジター 2名
・ゲスト 1名

出席率内訳

当日出席数(19)

修正出席数(2)

欠席数(3)

12.5%

79.1%

8.3%
修正出席率

87.5%

≪目標出席率≫
本例会50% 修正100%

愛宕RCでは、卓話・イニシエーションスピーチ、そして
フリーディスカッションを例会には設けております。来年
度もプログラム委員長をさせて頂きますが、皆様のおかげ
で大変充実した卓話・イニシエーションスピーチとなった
かと思います。芸能界、テレビ関係の方からアカデミック
な方、お医者様含めて様々な方にお話を頂きましたのもご
紹介の賜物です。ありがとうございました。
来年度のミッションとしましては、活動方針は会員相互

の親睦を深める、特に奉仕活動、他のクラブ、NPOの中で
どのような奉仕活動がされているのか勉強をしなければな
らないと思っていますので、奉仕活動の理解を深めること
も一つのテーマにさせて頂きたいと思います。このような
目的の元、魅力的で品位あるプログラムを提供したいと
思っております。卓話とイニシエーションスピーチを交互
に考えています。卓話は半分以上を、ロータリアンにお願
いしようと思います。
月に1回プログラム委員会を開きますので、ご興味のあ

る方はご参加いただければと思います。よろしくお願い致
します。

①プロジェクトの最終的な目標としては、形式的には参
加者からプレゼンが可能な人が出て、起業し、最終的に
はロータリーに入ってもらう。循環的なイメージが大き
な目標。近い目標は2、3人がプレゼンできるところまで
持っていく。
②プロジェクトのスケジュール構成は、1年間4回の講演
で進める予定。（継続可能）1回目からだけでなく、途
中参加あり。
③機密性の保持、守秘義務についての管理を考える必要
があり、また、動画をアップさせる際、講師の方への了
承も必要。
④メンバーは様々な分野でバックアップがある、という
愛宕RCで行う意義をアピールする。
⑤実際に起業しようと思っている人が本当に何を知りた
いか、既に起業している我々は情報を集めるために座談
会を開くなども有意義か。
⑥今年の中小企業白書では、創業志望者は激減、一方、
アベノミクスの関連で増加させる政策をとっている。
中小企業関連で補助金が出ており、その一環の海外向け
創業支援は700万円。その補助金を取れることを効果測
定の目標とすれば実績にもなるので、愛宕の支援の創業
支援の補助金○件できたと、具体的に中小企業省の人間
が取材までしてくれ、中小企業白書に掲載してくれたり
もある。ただ、何月までといったタイミングがあるの
で、それをよく調べて整合性を取れば上手くいくだろ
う。

■奉仕委員会より～協議内容■前回のプログラム
フリーディスカッション

■プログラム委員会より


